
平 成 ２ ７ 年 第 ３ 回

当別町教育委員会臨時会議事

要約版

当別町教育委員会



第３回 当別町教育委員会定例会議事（要約版）

日 時 平成２７年２月２７日(金) 午前１０時３０分

場 所 役場３階中会議室

出 席 委 員

委 員 長 白 井 応 隆

委 員 武 岡 和 廣

委 員 寺 田 郷 子

委 員 本 庄 幸 賢

参 与

教育部長 野 村 雅 史

管理課長 山 崎 一

総務係長 村 上 賢 二

社会教育課長 長谷川 敏

社会教育課参事 山 田 敏 行

社会教育課主幹（社会教育担当） 小 出 真 二

傍聴者 なし



議 事 日程第１ 報告第１号

案件名 当別町図書館像検討委員会からの答申について

説 明

平成２６年４月２２日付けで当別町図書館像検討委員会に諮問した

当別町にふさわしい図書館像について答申がありましたので、委員会

に報告するものであります。

本日、加藤図書館像検討委員会委員長並びに岡田副委員長から答申

が教育長にありました。答申は大きく二つに分かれており、「当別町に

ふさわしい図書館像の具体的な構想について」と、「図書室の図書館機

能の充実と環境整備について」です。

答申を策定するに当たり、道内・道外の先進地研修で委員の見識を

高めた中で、昨年４月２２日を第１回とする検討委員会を７回、小委

員会を昨年の１０月から４回開催し、答申が作成されております。

当別町にふさわしい図書館像の具体的な構想は、次の５項目を柱と

して作成されています。

１ 子どもから高齢者を大切にする図書館。

子どもを大切にする図書館として成長期に合わせたサービスを充実

させる内容となっている。特に小・中学校と図書館との連携が求めら

れている。また、高齢者や障害者、外国人などへのサービスが必要さ

されている。

２ 暮らしの中にある図書館。

生活に役立つ情報や町の情報を収集し、発信できる機能が必要で、

特に子育てや健康など身近な情報が求められている。

３ だれでも気軽に訪れることができ、人と出会い、交流の場とし

ての図書館。

滞在型図書館として、飲食が可能でゆったりと快適に過ごせるレイ

アウトが求められている。また、地域コミュニティーの活動拠点とし

て多様なサークル活動を支援することも求められている。

４ 地域の歴史・文化を伝えて、支える図書館。

町の過去の資料を収集・保存することが必要で、今後も地域で出版

された資料などを収集することが求められている。

５ まちづくりに役立つ図書館。

あらゆる情報を整理し、住民や行政が求める情報を提供できるサー

ビスが求められている。



答申の最後には、早期に「基本計画」「基本設計・建築実施計画」に

つながり、図書館建設につながることを望みます。と結んでいます。

図書室の図書館機能の充実と環境整備については、図書室の充実と

日常的な環境整備に分けて答申がされています。

１ 図書室の充実について。

教育委員会としてどのように図書室を運営するのか指針が必要で、

その指針を推進する上で人員配置や予算確保が必要とされている。

２ 日常的な環境整備について。

図書や施設などで実施すべき事項を整理されております。

以上が、概要であります。

この答申を受け教育委員会としても、今後の図書館設置及び図書室

環境の改善に向け具体的な施策としてできるだけ反映させ、検討とし

ていくこととなります。

質 疑 なし

採 決 原案のとおり承認


